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エチレン生成阻害蛋白によるブドウ巨峰の
脱粒防止の効果について
酒 井 慎 吾 ･馬 場 赴 ･太 田 保 夫⇒:
エチレソは果三Rの成熟促進のほか.落薬,落果,共糾蔀の分解,花井の萎澗 ･裡色およ
び落下,切り花の貯蔵力の減退など捨1:7の老化促進,上偏/生長,茎の伸長生長の附憲,塞
a)膨大化,すう地性の消失,球根や切り抜の休眠打破,側芽の発生,根の伸長阻凄,植物
体の発根促進や根毛の発生,岡花o)促進など植物に広汎な彫冊を およばしている (Burg
1962,PrateandGoeschl1969,Abeles1972,1973).
これら0)作用のうちにW,果実の成熟促進などU)ように出発血で利用されているもo)ち
あるが,出井面から見た場(_T,好ましくない('I判 が多く,･nrLTや作物の此析 ･lH=).'鞍の血で
大きな問題を生じている.
エチレソ生成b'u讐蛮白は Sakaiandlmaseki(1973a,b)が炎化ヤエナリ下此軸から初
めて分此 ･柄製した式L'lである.Sakai(1975b)!iその後の研究で, 同じ作用をもつ出
J土層 がヤエナリ郁子をはじめ,アズキ,ダイズ,エソドゥ,イソVLソ,ソラマメ敏子にも
含まれていることを nJJちかにし▲ヤエナ1)桃子から分子鼠 89,000のエチレン/L'.成JW.YZft
良を分,'lW_･精処した (Sakai1976).
ブ ドウL上峰は_qt'-){TがII.大であ り,n!rJ生が高く,.I"J,fi'が良好であるなど唆れた1-n七をもつ
浴,いっ.lL言う脱粒しやすく,収柁後,Il7'切に侶ま])るまでにか,てCI)のil;:か脱粒してI払L.).lnI
値かさがる欠点がある (恒谷 1973).ブトウの務児,脱粒にはエ1-レソの関与することか
指摘されているが (WeavergJ〆.1969,鈴木 ･小沢 1973),人山ら (未発表)は長野揮
rl蜂を用いて脱粒に対するエ7ー-レンの幽与と,エチレンこし成肌'._tt.出自によるその脱粒のuJ
止の可能性を.認めた.
したがって岡山県)-Eの巨峰について,エナレン′｢成岨TtfH並白の脱粒防直の効果を,明らか
にするために貯蔵温度を輿にする条件の下で鬼験を行なった.その結果,巨蜂の果実の脱
粒がェチレソ生成糾害7Ji白によって似 捌こ抑制されることを明確にすることができたので
報 告する.
川rJ光にlLlり.屯~益な助LiをJTfJtいた_JCiu･h主人LI=今L刈炎矧･崇ヒ,†八.拭材料の入T'/i:どlJT先､こ制捌 J)も･
11いたJ.Y.]山大判 .,相和大農授ならLf.二男鰍 二捌 ).きれた小川2,に 1●抑シL:の'fJl帆 tjJ=帆胡するととも.I
実験に脇力した田辺佳代子氏に城辺け る｡
実 験 方 法
()I"拭した巨蜂は1銅n51年 9月22ヒ仰 山L,t井野市昔1'(･にあるブ ドウIitlで収1,EL,そのu
*L'L林'rltL",Lj:技術研'_JtE)K
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に脱粒防止の処理を 行なった.'j潜 に用いたブドウの1J)了あたi)粒数は,41-58粒で,
平均48位であった.
この演験に用いた部分的に精製したエチレン生成阻省蛋白は既報 (Sakai1976)にした
がってヤ-ナ･)純子粉末から抽出し,硫安分由を行なって柑た.位相に際しては 50mM
リン慨緩衝液 (phs.6)に対して一晩近所し,沈澱物を遠心分雌で除き,エチL,ソ生成阻
害蛋白の比活性を40units/2.5mg蛋白質/mlとして用いた.
8房ずつ対IJLF'i区とェチレソ生成 阻:F.i(缶白処理区 (名山処理区)に分け,刈jl!･,区の励 ま
50mM ･)ソ憶緩衡液 (pH6.8)に, また/JfI∃処矧 7.のj別よ,部分的に枯製したェナレソ
/j滅 阻普蛋白を含む同緩衝液に,それぞれ 20分ずつ浸せきし,泌紙の上で付着液/i,蛇か
した.その後,各FLTjを1)Jjずつ油気も孔のついたポリエチL/ソ製の袋に入れ.各処理区のBT-,L
を4房ずつ室温 (20-25oC,湿度 62%)および低温 (4oC,粘度94%)て肺 I-ThLた.
ブドウのJl抑棚碇 にE慕うしては, 各J,tを_L卜●に30回ゆすり,落 卜した組数を数えて,1
)7'あたりのf'､Il数に対するJ榊Lj.数を%で表小した.脱粒測定てま経時的に行ない,各L*:の脱粒
%くま4b-Jの平均であら))した.
実 験 結 果
(1) 室温条件での脱粒
定温で貯蔵した似合,第 1凶のように対照区では収也2ヒ】EIから脱粒がおきはじめ,4
日目以降からそのIEEHL(丁も急激にJft加し,8日日にはJ'L:全に加担した.7iE臼処確ri二でLt,そ
の'.I.-lJ合も対恨区にくらべて少なく.'i全に脱粒するまでには16日間を要し,対日.liL亘にく
らへると8E川り遅れた.
(2) 低温条件での脱粒
低温で1闇施した｣縫合は,排J-11¥lのよ･:Jに対JIliJ左にJo.いても取払後2仁=｣ではまだ脱粒が
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01--OJHilIM三一壬三池エiレンrl一成0-I･つ 帆ilり･JW主●--･一肌虹エ7J-レン′F･!k
胤-1は El処LQJrc 阻､If胡rl処】-帥く
抑 1川 料地乱し庇を卿こせる似合のェチレンJliJ柵 J:.It独二h=∫;,
-/ドゥ巨i'f･.の脱tL'(.(:)j止劾 l七
iI1年 桝 光
おこらない.4日日ごろから脱粒がおきはじめるが,その剖か ま室払条件にくらべると,
はるかに低くなっている.その後脱粒の?,lJ/Jは∨まは-足しており,直線的に脱粒%が働 口
していき,完全に脱粒するまでにほ30日間を要した. この口数は,室温条件での対照区
より22日,処理区より14日火かった.
エチレソ生成阻害蛋白の処刑区では,収也後20E川Tlは ほとんど脱粒がおきなかった.
20日以縫ほほは一足の'A'lJ介で脱粒しはじめ,J完全に脱粒するまでに42日胤を要した.こ
の日数は室混区より12日も長かった. なお病俄の発′Lは室温,低温両区ともに 認められ
なかった.
対il.l1. -チレ/JAJRliL
'.lJC出自処EP.区_ヽ_ - __∫
韮71,'L(収樫絶7口rl搬膨)
対l.(lrで. ェ子L,ソ/山脚u
L&Ifポ白処雌信
紙il (収堆後23url照影)
仁だ12Jjil JHJt成t.ld度/a,9.:にする切合のエチレン生成阻IlF蛋白による
-/ドゥ[1割'F.の脱粗･'J'止劫火
以上の結巣から, 脱粒しやすいLi雌にエナレ'/生成1iuI-i{鉱山を処理して伏臥 (40C)で
相成することにより, 収陛後20日間脱粒/i,防止できることが)-)かった.Hj,A2Lglに,宅配
条件および低温粂件での脱粒の様子を示しておく.
(3) 部分的に精製したエチレン生成阻害蛋白の特長
この'jl包如こ川いたエチレソ′L.J戊附'rFE蛮Irlには,阻rL'･活性にL.綿半をおよは'さない粘性物ff
が含まれている.こU)榊生物Tfが展盾剤の作用/1/して,果粒にェチレンノL成阻丁里EIL]/'(,2;
む溶液が完全にイ｣弟することがわか〔/∴
(4) 食 味
帳阻 (40C)で)け栽したプトウの脱粧したものについて食味をしらべた.艇処理区につ
いては,収位後20日日く･.らいに脱粒LT二t,UL)はf{することができた.しかし, それ以LIzF･
に脱粒したもu)紘,:)だ攻が･.'･2.放したり,r･酬lLLたりしたものが与か-'た,一-)j,ニ トレソ
tl.成ドU,闇iL'1を処Jl担し/こもu)についてfrL,川 lL従35H,i,過ぎた しので L外)L'刻Ll吊鮒 は
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あまり変らず,甘味は高くなっているように感じられた.
この結果から,エチレン生成阻害蛋白はブドウ (巨峰)の脱粒防止のみならず.鮮度保
持にも役立っているとJ;-えられる.
考 察
weaverandPool(1969)はエスレルが ブドウの落果を促進することを認め,鈴木 ･
中沢 (1973)紘,ブドウに対する-テレソ処理は果実の熟成効双はないが,果帯部分の離
層形成を促して悲しい来襲の離脱 (脱粒)を誘起することを認めた.この際デラウエアで
はジベレリンによるtiTl.なし処Jl!の有轍にかかわらず,果実の離脱が大きく,ベ リ Aーも離
脱を起すが,ネオマスカットおよび甲州,ことに長期貯臓のきく甲州では離脱が少ないと
いう.
一般にブドウは-チレソの発ノr:.(よ多くない.すなわち CoombeandHal一(1973)はブ
ドウ (Doradilo)は-チL,ソ脱皮が 高くなく, 成射 こi,'るとその濃度はかなり低くなる
といい,圭古木ら (1975)もブトウは的物の桃性とのうちではエテレソの発ノL-.の少ない柑物と
L/I.
Inabaetal.(1976)もデラウエアにつき, エチレンu)発ノL=盤は開花期に舷 も'Lri.-'lいが,
その後減少して一定となり,成熟期でもほとんど増加しないことを認めた.太田ら (人発
表)紘,収楼後の巨峰果実を密閉容掛 こ貯抜すると果実から発生するェチレンが容2:三内に
諸も■fして脱粒が促されるが,他方,容器内のエTレ'/を過般身湖 水銀で除去･すると脱粒が
帖減されることを認めた.したがって脱fJ/.LJIL'1いLi蜂では収椎後もある即鹿のエチレン
が発生し,脱粒が誘起されると推測される.こu)ことはエ 1ー-レソ′J:成 岨`出題 山によってI.･1
蜂巣91･の脱粒が抑制されることによって し如づけられる.
ブトクの花ぶるい,落果,脱粒の防1日こLigLては, Weaveretal.(1965,66)は IJ-(
トカイニソ餅が着斗壬と製粒の肥大に効尖のあること, 一二好ら (1965)は,B-995が,中
班 (1966,69),三好ら (1969)や Chundawatetal.(1971),Naitoetal.(1974b)は
Bナインが巨蛾の花ぶるい防止や着果の増加に効果のあることJta.(認めた,
Madalgatti(1970)は,滞果しやすいブトウAnab-e-Shabiの収俊1週間前にペソジル
7デニソ (サイ トカイニン)を散布すると落果や脱粒が純少することを拙!i.･し,Naitoet
al.(1974a)はテラウエ7で,ジベレ')ソにへソジル7テニソを混用すると着粒密度や果
秘歪の増加が大きいことを認め,最近ではこの混用法が亜剤処均皇適期帖の拡大の利点も加
わって,施設栽培や軽しェう土地帯で共用化しはじめている ()-'I主1976a,b).
しかし収樫後のIi略ILi尖の脱粒.防止に有効な化学物空目.よ現-/Eまでに知られていない.
本研究で,エテレソiL成tin苫蛋白液に収便後のLi蜂RL尖を浸･IL-け ると脱粒が岩しく抑/J刈
されることを明らかにし.さらにこの処雌が果架の鮮度保持の効架のあることも認めた.
最近巨蜂は,脱粒防止と郎度保持のために一部で帖払貯戊が行なわれているが,木研究
で,エチレ,/生成附譜炎白処理と低温処埋を併用すると,脱粒しないで,鮮度 も保持され
る期間をさらに延長できることかわかっrこ
なお鈴木 ･,1-1沢 (1973)は=･ナレ1/以外のホルモソのLU17･!)について,GA.IAAも･/･-7
ウエア尖炎の離脱に対してはエチレンにつし､てイオ効てあるが,カイネチンはまったく劫火
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がなく,また蛋白合成阻醤剤 cycloheximdeもいく介-チL/ソによる果実の離脱の彫背
を阻苫することを認めた.
CoombeandHa一l(1973)はブ ドウ (Doradilo)L7)果実の ABA 合穂は成熟とともに
増加し,CEPA (ェスレル)や BTOA (benzothio∠ole-210ⅩyaCeticacid)が ABA レ
ベルに及ぼす彩管はこれらの薬剤が成熟に及(ます彫冊と関係が深いことを認めた.
最近 Inabaetal.は無核デラウェア果実の成熟に対して GA.BA (ベンジルアデニン)
は発育のⅠ,Ⅲ期では成熟にほとんど影照がなく,筋Ⅱ期ではわずかに成熟を抑制した.
オーキシンは成熟を遅延させるが, ABAは成熟をFJrlちかに促進することを認め (1974),
またデラウェア果巽の開花から成熟までの内生ホノL-キンの消長を調べた結果では,エチレ
ンは的述のように開花期から成軌才抑こ近づくと発生が減少し,GAおよびサイ トカイニン
活性も初期にJ'Ld'く成熟に近づくとほとんど認められない.工AA含丑は成熟に近づくと漸
減したが,ABAだけは,成抽)例までに急増し, デラウエアの成熟に オーキシンとABA
が強く幽与していると推測した (1976).
また,最近,).'高 ･渡辺 ･今幽 (1976)は エチレン生成阻堵蛋白は,エチレン生成を
阻苫するばかりでなく,缶白や核酸のlTJ成などもF氾'雲することを;/'ti/告している.したがっ
て該蛋LIIのLi蜂巣)<tの脱粒防止の効果もェチレン生成阻苫以外のこのような由からoj検討
も必要と考えられる.
摘 要
ブドウLl腫ら上ふ1.'質は瞳秀であるが,収捷後に巣Ej'3が離脱しやすい欠点がある.酒井 ･今
L卿こよって発見されたェナレン生成阻害娼L主LO)利川面の開発oj一服として,この鋸I主忙 よ
る巨峰a)脱粒防止効果に倒して研究を行なった.その結果はつぎの通 りである.
1.収捜直後の巨峰果実を- I-レン生成J.SB書盛Ll溶液に浸漬処理し,室温下で貯蔵した
燭台,媒つきは貯蔵期闇が延長され,対照区では8日で完全に脱粒したのに対して,エチレ
ン阻riI一蛋白処坪区では16日を要した.
2.巨峰果実をェチレン生成阻'出盛白液に泣漬処理し,低温 (4oC)下で貯蔵した場合
には,収鮭後20日IEilも脱粒がIyJlLされ,完全に脱粒するのに42円を勢した.この日数は
室温区より12日も長かった.また,収塵後30日を過ぎても果実は外形の変化や食味の劣
化が認められなかった.
3.以上の結果からェチL,ソ阻藷蛋白はブドウ巨峰oj脱粒防止のみでなく,鮮度の保持
にも役立つものと考えられる.
4.部分的に精製した-,Fレン′L成柑`.土壌 かこは阻害活性に影響を及ぼさない4'IJ'性物質
か含まれているため,乙臥 J縦波か.果リ･;に:/li:令にfljTYJ'することが))かった.
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